
［第
二
十
話
］

さ
あ
来

い
―

本
間

雅
晴

本
間
雅
晴
中
将
は
悲
劇

の
将
軍
と

い
わ
れ
ま
す
。
身
長
は

一
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
強
で

堂
々
た
る
体
格
と
洗
練
さ
れ
た
教
養
、
日
本
陸
軍
き

っ
て
の
英
米
通
で
あ
り
人
道
主
義
者
で
し

た
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
進
攻
作
戦
の
失
敗
で
予
備
役
に
編
入
さ
れ
、
戦
後
、
「
バ
タ
ー
ン
死
の
行
進
」

と
い
う
部
下
の
行
為
で
捕
虜

虐

待
の
責
任
を
問
わ
れ
、

マ
ニ
ラ
で
銃
殺
刑
と
な
り
ま
し
た
。

開
戦
当
初
の
本
間
の
作
戦
は
順
調
で
し
た
が
、
首
都

マ
ニ
ラ
占
領
を
優
先
せ
よ
と
い
う
、
大

本
営
の
指
示
に
従

っ
た
た
め
、
バ
タ
ー
ン
半
島
に
逃
走
し
た
米
軍

へ
の
攻
撃
が
遅
れ
、
そ
れ
が

本
間
の
失
策
と
さ
れ
ま
し
た
。

米
軍
の
司
令
官
だ

っ
た

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
日
本
軍
に
追

い
詰
め
ら
れ
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島

の
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要
塞
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
脱
出
し
ま
す
が
、
誇
り
高

い
彼
が
敗
戦

の
屈

辱

を
受
け
、
そ

の
報
復
と
し
て
行
わ
れ
た
の
が
本
間

へ
の
処
刑
で
も
あ
り
ま
し
た
。

本
間
は
明
治
二
十
年

（
一
八
八
七
年
）
新
潟
県
佐
渡
の
農
家
の
生
ま
れ
、
佐
渡
中
学
を
経
て

陸
軍
士
官
学
校
を
出
て
、
大
正
四
年
陸
軍
大
学
校
を
最
優
秀
の
成
績
で
卒
業
。
イ
ギ
リ
ス
な
ど

外
国
駐
在
が
長
く
、
語
学
力
は
抜
群
で
、
文

弱

の
徒
と
も
評
さ
れ
ま
し
た
。

バ
タ
ー
ン
占
領
後
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
大
量

の
捕
虜
が
投
降
、
輸
送
力
が
な
く
収
容

所
ま
で
歩
か
せ
た
の
で
す
が
、
す
で
に
マ
ラ
リ
ヤ
な
ど
に
冒
さ
れ
て
い
た
捕
虜
は
、
食
料
不
足

と
炎
熱
の
た
め
、　
一
万
余
名
が
衰

弱

死
し
た
の
が
実
態
で
し
た
。

本
間
の
裁
判
に
は
、
富
士
子
夫
人
が
証
人
と
し
て
出
廷

「私
は
今
も
な
お
本
間
雅
晴

の
妻
で

あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思

っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
夫
、
本
間
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
娘
も
本
間
の

よ
う
な
男
に
嫁
が
せ
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
息
子
に
は
、
日
本
の
忠
臣
で
あ
る
お
父
さ
ん
の

よ
う
な
人
に
な
れ
と
教
え
ま
す
。
私
が
、
本
間
に
関
し
て
証
言
す
る
こ
と
は
、
た
だ
そ
れ
だ
け

で
す
」
と
述
べ
、
裁
判
官
も
検
事
も
感
動
の
涙
を
浮
か
べ
ま
し
た
。
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銃
殺
さ
れ
る
と
き
立
ち
会

っ
た
、
通
訳
の
上
脇
辰
則
ら
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
死
刑
執
行
官
の

「
用
意
―
」
の
声
に
続
い
て
、
「
さ
あ
来
い
―
」
と
い
う
気
迫

の
こ
も
っ
た
、
本
間
の
最
期
の

声
を
聞
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

※
本
間

雅
晴

（ほ
ん
ま

ま
さ
は
る

。
昭
和
二
十

一
年

〈
一
九
四
六
年
〉
刑
死

・
五
十
九
歳
）

◎
　
本
間
雅
晴
の
裁
判
で
の
富
士
子
夫
人
の

「
娘
を
本
間
の
よ
う
な
男
に
嫁
が
せ
た
い
」

と
の
証
言
に
涙
し
ま
し
た
。

◎
　
本
間
の
最
後
の
声

「
さ
あ
来
い
！
」
に
武
人
の
霊
魂
を
感
じ
ま
し
た
。
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